
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・過去の活動を振り返ったり、無色の片栗粉に変更たことで新鮮さが増したように思う。
・粉の量は一人ひとりで決めたことで扱いやすく、水の量もスプーンで少量ずつ入れていくこと
で細かな変化に気づき、感じたことを言葉にできていたように思う。
・子どもが考えやすいように「○○してみよう」「○○したら○○になったね」などわかりやす
く伝えたり、友達の様子を伝え合うことで、子ども達が自分の言葉で感じたことや発見を伝え合
え合うことができたと思う。
・継続して行ったことや言葉かけにより、子ども達の期待感や探究心が前回より増している様子
が、一緒に行いながら感じることができたことをうれしく思う。
・トレイを使用するより、広いテーブルでのびのびと活動ができたこともよかった。

・1週間前の片栗粉の様子を子ども達と振り返り「どのぐらいの水を入れ
たらかたまるのか」と、一人ひとりが調節しながら練ったり、形を作りな
がら片栗粉の変化を伝え合う。
・しばらくトレイ全体に広げたり、両手で触って感触を楽しむ。
・ひと匙ずつ水を入れて混ぜながら固まっていくかを見る。
・団子が作れたと丸めた片栗粉を見せてくる。←固まったねと共感
・水の量を増やしていきドロドロし始める。
・ドロドロしたところに固まった片栗粉を入れると溶けていく様子に気づ
き保育士と一緒に観察を繰り返す。

5歳児…感触（片栗粉）

片栗粉を１週間ほど前に「水を入れた片栗粉は凍るのか」と実践したところ、水
が多かった2人分しか凍らず「なんで固まらなかったのか」と疑問に思った子ど
も達だった。そのつぶやきから、今回は「粘土のように片栗粉を固まらせてみよ
う」となった。

２.活動スケジュール

・片栗粉にどのくらいの量の水を入れたらかたまるのか。
・粘土のように形を作ることができるのか。
・原点に戻り普通の無地の片栗粉を使って楽しむことにした。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

2025.2.14

・水の量を増やしていくと片栗粉がドロド
ロし始める。手の平で押さえて「ドロドロ
してる」「アイスが溶けるみたい」「スラ
イムみたい」と言う。
・片栗粉の山にカップの水を注ぎ流れる様
子を見て「火山だ」、ドロドロを見て「噴
火しちゃった」と言う。
・トレイの中で「山と川を作ってみる」と
箱庭を作ってみたいと話す
・粘土ヘラを渡すと、ドロドロした片栗粉
を集めようとするが、また繋がっていく様
子を保育士と見つめる。
・ドロドロした片栗粉の中に指を入れ「吸
い込まれる」と歓声を上げる。
・保育士が用意したビー玉を片栗粉の中に
入れ落ちていく様子を繰り返し見る。
・みんなでカップに入っている片栗粉を見
ていると粉っぽいものや水っぽいものとそ
れぞれで「私のはなぜ固まらないの」と話
す子に「水が多すぎるからだよ、少ない方
が固まるとおもう」と話していた。
・「氷をいれたら固まるかも」と言うつぶ
やきに氷を用意する。氷に粉が付き「くっ
ついた」と歓声をあげたり「氷が小さく
なった」と溶ける様子をみんなで確認しな
がら、変化を見て楽しんだ。

・片栗粉の量は個人で決め、トレイに入れる。（3グループのみテーブル
に直接片栗粉を配る）
・スプーン、水、トレイ、粘土ヘラを用意。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


